
 

富良野市ことばの教室です

 

ことばの教室は，発音が不明瞭

あるために，本来もっている力

促すための支援をおこなう場です

現在，ことばの教室は扇山小学校

 

 

通級とは 

 

通っている学校でみんなといっしょに

室に通って指導を受けることを

 

＊生活の基盤は，それぞれが

＊子どもの実態に応じて，週

＊子ども一人ひとり，目標が

団指導を行います。 

＊保護者の付き添いが原則です

す。指導の内容について話

 

 

 

ことばの教室には 

 

下記のような様子がみられる

 

＊ことばの発達の遅れや偏

＊お友だち等とのコミュニケーション

＊発音（構音）の誤りがある

＊話しことばのリズムの乱

＊耳のきこえにくさにともなうことばの

＊学習面・生活面に何らかの

（LD および ADHD，またはその

＊口蓋裂（こうがいれつ），

富良野市ことばの教室です 

不明瞭，ことばが少ない，やりとりがうまくできないといったことが

力を十分に発揮できないでいる子どもに，ことばや

です。 

扇山小学校にあり，通級による指導を行っています。

んなといっしょに勉強しながら，決められた曜日・時間帯

けることを通級といいます。 

それぞれが在籍する小学校です。 

週に１時間から最大 8 時間通うことができます

が違います。個別指導の形態を基本としながら，

です。保護者の方もいっしょに活動に参加してもらうこともありま

話したり家庭での様子を聞いたりする時間も設けています

がみられる子どもが、市内各小学校から通っています。

偏りがある場合 

とのコミュニケーション上の困りがある場合 

りがある場合 

乱れ（吃音）がある場合 

のきこえにくさにともなうことばの困りがある場合 

らかの困りがあり，通級による個別の支援が必要な

またはその疑いのある児童も含む） 

），かん黙症などによることばの困りがある場合

 
やりとりがうまくできないといったことが

ことばや全体的な発達を

。 

時間帯にことばの教 

うことができます。 

，必要に応じて小集

してもらうこともありま

けています。 

。 

な場合 

場合 

 

 



①成長に必要な

②その子自身が

③その必要性に

ことばの教室の指導について

学校教育のカリキュラムの

自立活動は，教科学習のように

子ども一人ひとりに対して

子に合わせた指導をしていきます

  

ことばやコミュニケーションに

 

 

 

 

 

 

 

発音

 

 

 

 

 

 

これらの力を身に付けさせるために

 
 
 
 

語いを広げる 

認 知 力 を高 める 
・見る力や聞く力，環境

を把握する力を高める 

友

耳できく力を高める 
・音（リズム）遊び 
・ 正 し い 音 と 誤 っ て い る 音 の 聞

 

な活動を取り入れる。 

が取り組む必要性を感じるよう配慮する。 

に気付くよう促しながら，適切なお手本を提示する

ことばの教室の指導について 

のカリキュラムの一つである “自立活動”を行っています。 

のように内容があらかじめ決まっているわけではありません

して，いま一番必要としていることは何かを明確にしたうえで

をしていきます｡ 

ことばやコミュニケーションに困っている子どもたちへ

発音の誤りのある子どもたちへ 

けさせるために，主に遊びの中で下記を意識して指導

気持ちを 

コントロール 

する 

自己決定
自己管理

・自分で決めたこ
取り組んでみる

話し合う

ける

ルールや約束を

守る 

友だちの考え

を知る 

自分の気持ちや

考えを話す 

 

聞 き 分 け

全身や指先の 
運動機能を高める 
・バランスをとる遊び 

・指先を細かく使う遊び 
・手と目の協応の力をつける 

口腔機能の力を
・口や舌の体操 
・ 吹 い た り 吸 っ た り す る

・構音指導 

する。 

 

まっているわけではありません｡ 

にしたうえで，その

どもたちへ 

 

 

 

など 

 

など 

 

指導を進めています。 

自己決定 
自己管理 

めたことに
んでみる 

う力をつ

ける 

を高める 

っ た り す る 遊 び 

 



☆関係機関と通級指導教室がすること  

◇情報交換 

◇各分野での指導・助言 

◇各関係者と合同のケース会議 

ことばの教室 

 

 

三者からの一貫した支援

連 携 

＜ことばの教室日課表＞ 

扇山小学校の子どもは学級

時間目であれば直接家から、

の小学校で，希望される方に

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

注１：近郊の小学校
注２：遠方の小学校

注２：他校からの通級

  

担任の先生や関係機関との連携を大切にしています

＊子どもにかかわる人たちが

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

１校時

８:４０～
９:２５

２校時

９:30～
10:15

３校時

10:４0～
11:25

４校時

11:30～
12:15

５校時

13:40～
14:25

６校時

14:30～
15:15

通っている学校 

 
☆学校と通級指導教室がすること

◇連絡ノートによる情報交換

◇学校訪問による担任との

◇個別の指導計画の通知

◇電話連絡やケース会議

関係機関 
･協会病院 

・こども未来課 
など 

家 庭 

 
三者からの一貫した支援 

子ども 

連 携 

連 携 

学級から直接通級します。他校の子どもは、保護者

、1 時間目以外であれば通っている学校から通級

に，訪問指導を行います。 

小学校～富良野小学校,東小学校,鳥沼小学校,布部小学校 
小学校～樹海小学校,麓郷小学校,布礼別小学校,山部小学校 

通級の場合，移動時間を考慮し開始時刻を弾力的に運用

担任の先生や関係機関との連携を大切にしています 

たちが同じ方針のもと，役割を分担するために，連携

☆家庭と通級指導教室がすること

◇指導日ごとの

◇連絡ノート

（保護者が記入

◇二者面談及

よる話し合

◇個別の指導計画

月 火 水 木 金

扇山小学校の通級児童

近郊の小学校注１の通級児童

遠方の小学校で訪問指導を

受ける児童注２

遠方の小学校で通級する児童注３

☆学校と通級指導教室がすること 

情報交換 

との面談 

通知 

会議による情報交換 

保護者の送迎のもと、1

通級します。また遠方

 

運用します。 

連携は欠かせないもの

☆家庭と通級指導教室がすること 

ごとの話し合い 

ノート 

記入することもある） 

二者面談及び必要に応じた面談に

合い 

指導計画の作成 

金



  相談から入級（通級指導

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談

面談・検査・観察

通級による指導

教育相談

面談（保護者の意向確認）・検査

退 

入 

就学時健康診断 

指導の終了を検討

設定した目標が達成された

通級継続が難しいと判断

卒業・転出に伴って

保護者へ報告・意向確認

特別支援連携協議会

特別支援連携協議会

関係機関

ことばのことやコミュニケーションのことなど

富良野市教育委員会までご連絡

通級指導）・退級まで 

 
子どもが通っている学校 

 

保護者への支援 

通っている学校等との連携

      ＊必要時教育相談へ

関係機関からの 

情報収集 

教育相談 

面談・検査・観察 

 

通級による指導開始 

教育相談 

面談（保護者の意向確認）・検査 

 級 

 級 通級指導なし

相談申し込み 

指導の終了を検討 

設定した目標が達成された 

通級継続が難しいと判断 

卒業・転出に伴って 

保護者へ報告・意向確認 

特別支援連携協議会 

関係機関からの 

情報収集 

特別支援連携協議会 

関係機関 担任など 

保護者 

ことばのことやコミュニケーションのことなど、心配なことがありましたら

連絡ください。 

富良野市ことばの教室（扇山小学校内）２３

富良野市教育員会学校教育課学務係  ３９

＊教育相談

則子

からの

学校等との連携（経過観察） 

＊必要時教育相談へ 

通級指導なし 

 

なことがありましたら、ことばの教室、

２３－４３９７（直通） 

３９－２３２０ 

教育相談の申し込みは、原

則子どもが通っている学校

からの申し込みとなります。 


